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はしがき 

 

本マニュアルでは、CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows （以後、ProcessSaver と

記載します） の設定や機能について説明します。 

 

（１） 商標および登録商標 

 Microsoft、Windows、Windows Server は、米国Microsoft Corporation の米国およびそ 

の他の国における商標または登録商標です。 

 Windows Server 2003 の正式名称は、Microsoft Windows Server 2003 Operating  

System です。 

 Windows Server 2008 の正式名称は、Microsoft Windows Server 2008 です。 

 その他、本書に登場する会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

 なお、本書ではⓇ、TMマークを明記しておりません。 
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1. はじめに 

本書は、インストール後の設定全般を行うシステム管理者とその後の運用・保守を行うシステム管理者を対象読者とし、

インストール後の設定から運用に関する操作手順を説明します。 

 

1.1. 用語の定義 

本書での用語について、下記のように定義します。 

 

用語 説明 

ProcessSaver コンソール 

ProcessSaver の運用管理のための GUI（グラフィカルユーザー 

インタフェース）画面のことを、ProcessSaver コンソールと表記しま

す。 

HA ProcessSaver サービス 
Windows システム上に登録する ProcessSaver のサービスの 

ことを、HA ProcessSaver サービスと表記します。 

Pfile 
プロセス／サービスの監視定義情報を記述する設定ファイルのこと

を、Pfile と表記します。 

Pcheck 

Pfile で指定された定義情報に基づき、プロセス／サービスの 

消滅監視および再開を行うプロセスのことを、Pcheck と表記 

します。 

Padmin 
Pcheck の状態表示および操作を行うコマンドのことを、 

Padmin と表記します。 

再起動スクリプト 

監視対象プロセス／サービスの消滅を検知した場合に、監視対象

プロセス／サービスを自動的に再起動するためのコマンド処理を記

述したファイルのことを、再起動スクリプトと表記します。 

RetryOverAction 

監視対象プロセスの消滅を検知した際に再起動スクリプト 

により、一定回数リトライしても再開できない場合、 

対象プロセスに対して実行されるさまざまな後処理のことを、

RetryOverAction と表記します。 

RetryCount 
監視対象プロセス／サービスの消滅を検知し、再起動スクリプトを

実行した回数のことを、RetryCount と表記します。 

PcheckRunList 

OS 起動時に自動的に監視を開始するための Pcheck の起動 

リストです。 

監視を行う Pfile の一覧が記述されています。 

インストールフォルダ 

ProcessSaver をインストールしたフォルダです。 

本資料では、<C:¥Program Files> にインストールしたことと 

します。 

OS により、インストールフォルダのデフォルトは変更されます。 

32bit OS  ： < C:¥Program Files > 

64bit OS  ： < C:¥Program Files(x86) > 
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1.2. 表記規則 

本書での表記規則について、下記のように定義します。 

 

記号表記 使用方法 例 

『』 画面名の前後 『Create Pfile』は、Pfile を作成する画面です。 

「」 

参照するマニュアル名の前後 

参照する章および章のタイト

ル名の前後 

「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows インスト

ールガイド」を参照してください。 

「5．注意・制限事項」を参照してください。 

【】 
ファイル名およびフォルダ名の

前後 
【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥pfile¥【Pfile名】 

[  ] 
項目名の前後 

タブ名の前後 

[ ProcessSaver Console ] を選択してください。 

[ Create Pfile ] タブを選択してください。 

太字 機能名 MsgCheckInterval を設定してください。 

斜体、太字 
ボタン名 

チェックボックス名 

OK を押してください。 

LocalUser にチェックしてください。 
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1.3. 動作要件 

（１） OS 要件 

ProcessSaver は下記の OS での動作を保証しています。 

事前に OS のバージョンをお確かめのうえ、インストール作業を行ってください。 

 

Microsoft Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition Service Pack 2 

Microsoft Windows Server 2003 R2 Standard Edition Service Pack 2 

Microsoft Windows Server 2008 Enterprise （Service Pack 2 を含む） 

Microsoft Windows Server 2008 Standard （Service Pack 2 を含む） 

Microsoft Windows Server 2008 R2 Enterprise （Service Pack 1 を含む） 

Microsoft Windows Server 2008 R2 Standard （Service Pack 1 を含む） 

 

（２） ハードウェア要件 

・IA32 および x86_64 対応 CPU 搭載サーバ 

 

・ディスク容量  ： 50 MB 以上 

トレースモードを使用する場合は、プロセス／サービス監視（Pcheck.exe）ごとで  

20 MB 必要となります。 

 

・メモリ容量   ： 512 MB 以上 

メモリ使用参考値（通常時） 

ProcessSaver サービス  ： 7,516 KB 

ProcessSaver コンソール  ： 30,444 KB 

プロセス／サービス監視  ： 23,000 KB（監視対象が 5 プロセスの場合） 
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1.4. ProcessSaver 導入・運用の流れ 

 

ProcessSaver を導入し、運用を開始するまでのステップは下記のようになります。 

 

 

 

 

 

 

（「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows インストール

ガイド」を参照してください） 

 

 

（「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows ユーザーズ

ガイド（コンソール編）3.1. Pfile の作成方法」 を参照してください） 

 

 

（「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows ユーザーズ

ガイド（コンソール編）4. 自動起動設定について」を参照してください） 

 

 

（「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows ユーザーズ

ガイド（コンソール編）3.2. プロセス／サービスの監視開始方法」を参

照してください） 

 

 

（「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows ユーザーズ

ガイド（コンソール編）3.3. 運用管理方法」を参照してください） 

 

 

 

 

ProcessSaver のインストール 

Pfile の作成 

プロセス／サービス監視開始 

プロセス／サービス管理 

終了 

開始 

自動起動設定 



 

 5 

 

2. 製品の概要について 

本製品では、Pfile に定義された Windows 上の監視対象プロセス／サービスの消滅監視を行います。 

また、監視対象プロセス／サービスの消滅を検知した場合、再起動スクリプトにより自動的に監視対象プロセス／サ

ービスを再開させる機能を提供します。 

 

2.1. 製品構成 

本製品は、下記の HA ProcessSaver サービス、プロセス／サービス監視 （Pcheck.exe）、ProcessSaver 運用管

理 （Padmin.exe）、ProcessSaver コンソールで構成されています。 

 

 HA ProcessSaver サービス 

ProcessSaver を管理するサービスです。 

System ユーザーにてプロセス／サービス監視を行うために、プロセス／サービス監視の 

開始を HA ProcessSaver サービスで行います。 

 

 プロセス／サービス監視（Pcheck.exe） 

Pfile の内容を基にプロセス／サービスの消滅監視を行います。 

 

 ProcessSaver 運用管理（Padmin.exe） 

ProcessSaver の運用管理を行います。 

プロセス／サービス監視の一時停止／終了／状態表示などが行えます。 

 

 ProcessSaver コンソール 

GUI（グラフィカルユーザーインタフェース）よりプロセス／サービス監視（Pcheck.exe）の 

操作（開始／停止など）が行え、状態表示も行えます。 

また、Pfile や PcheckRunList の作成・修正も行えます。 
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各構成部品の関係を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 『構成図』 
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状態結果報告 

監視状態変更命令 

 

監視状態変更命令 
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2.2. 基本機能 

（１） プロセス／サ―ビスの消滅監視と再開機能 

Windows で運用される業務プログラムやシステムプロセスの動作状態を監視し、 

予期せぬ障害で異常終了した場合に、プロセスの自動再開を行うフレームワークを提供します。 

 

（２） ProcessSaver コンソール・コマンドによるメンテナンス 

プロセス／サービス監視（Pcheck.exe）の一時停止／終了／状態表示などを、 

GUI（グラフィカルユーザーインタフェース）および CUI（キャラクタユーザーインタフェース）で 

操作することが可能です。 

 

（３） 『Create Pfile』で作成した Pfile の定義内容に基づいて、OS 起動時に PcheckRunList を確認し、 

PcheckRunList に記述のある Pfile の監視を自動的に開始する方法について説明します。 

本設定を行わない場合、OS 起動時にプロセス／サービスの消滅監視は行われません。 

 

 

2.3. 拡張機能 

（１） 監視待ち合わせ機能（WaitTime） 

プロセス／サービス監視開始時に、監視対象プロセス／サービスが起動していなかった場合、 

指定した期間内はエラー出力、自動再開機能を停止する機能を提供します。 

 

（２） トレース監視（TraceMode） 

監視状態の詳細情報をファイルに出力する機能を提供します。 

 

（３） ローカルユーザー起動（LocalUser） 

ローカルユーザーにてプロセス／サービス監視を行う機能を提供します。 

 

（４） グループ監視機能（GroupTag） 

特定の関係をもつプロセス群をグループとして定義し、グループ単位にて 

プロセスの監視、再開を行う機能を提供します。 

 

（５） 同一プロセスの複数同時監視機能（MinProcCount / IncludeStrings） 

同一の名称をもつプロセス群からプロセスを特定して監視する機能を提供します。 

プロセスの起動数やコマンドラインによって、監視対象プロセスを識別することが可能です。 

 

（６） リトライオーバ時のクリアコマンド実行機能（ClearCmd） 

リトライオーバ発生時に実行形式ファイルを実行する機能を提供します。 

 

（７） 再起動スクリプト実行後の監視待ち合わせ機能（RestartWaitTime） 

再起動スクリプト実行後に、監視対象プロセス／サービスが起動していなかった場合、 

指定した期間内はエラー出力、自動再開機能を停止する機能を提供します。 

 

（８） 再起動スクリプト終了監視機能（RestartTimeout） 

再起動スクリプト開始から指定秒後に、再起動スクリプトが終了していない場合、 

再起動スクリプトを強制終了させ、監視を再開する機能を提供します。 
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（９） 監視対象プロセスの引数の完全一致指定機能（PnameFullMatch） 

監視対象プロセスの特定する方式を選択可能にします。本機能を使用する場合、 

監視対象プロセスの引数で指定した内容と完全に一致するプロセスを監視する機能を提供します。 

本機能を使用しない場合、監視対象プロセスの引数を前方一致で特定します。 

 

（１０） プロセス個別監視停止・開始機能 

監視対象プロセス単位でプロセス監視を停止・開始する機能を提供します。 

 

（１１） Pcheck 起動時のサマリ情報出力機能（CollectiveLogMessage） 

Pcheck 起動時に pent に記載されたプロセス数と監視を開始したプロセスの個数をサマリ情報として 

イベントログに出力する機能を提供します。 

 

（１２） Pcheck の別名プロセス実行・管理機能 

Pcheck をコピーし、別名に変更したプロセスを起動・管理する方法を提供します。 

本機能を使用することで、Pcheck による Pcheck の監視や管理を容易にすることが可能です。 

 

 

※ 拡張機能の詳細は、「4. 拡張機能の設定方法について」を参照してください。 

 

 

2.4. 本製品によって作成されるファイル 

本製品は、【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥log¥ 配下に以下のファイルを作成します。 

 

・ GUI の操作ログ 

・ トレースログ 

・ ダンプファイル 

 

（１） GUI の操作ログ 

GUI の操作ログでは、GUI の操作履歴を記録します。 

ファイルが 1024KB 以上になった場合、サイクリックで 2 世代数分、バックアップを行います。 

 

GUI の操作ログは、以下のファイル名で保存します。 

OperationTrace.log、OperationTrace.log.save0、OperationTrace.log.save1 

 

OperationTrace.log が現在使用中のファイル、 

OperationTrace.log.save0 が 1 世代前のファイル、 

OperationTrace.log.save1 が 2 世代前のファイルとなり、ログ出力時にファイルのローテーションを 

行います。 

 

GUI の操作ログは、開発元で障害解析を行う際に必要なファイルとなりますので、通常運用中は 

特に意識して確認する必要はありません。 
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（２） トレースログ 

トレースログでは、Pcheck 起動時に TraceMode を ON にした場合、監視の詳細な動作状況を 

記録します。 

ファイルが 1024KB 以上になった場合、サイクリックで 2 世代数分、バックアップを行います。 

 

トレースログは、以下のファイル名で保存します。 

【Pfile 名】.log、【Pfile 名】.log.save1、【Pfile 名】.log.save2 

 

【Pfile 名】.log が現在使用中のファイル 

【Pfile 名】.log.save1 が、1 世代前のファイル、 

【Pfile 名】.log.save2 が、2 世代前のファイルとなり、ログ出力時にファイルのローテーションを 

行います。 

 

トレースログは、開発元で障害解析を行う際に必要なファイルとなりますので、通常運用中は 

特に意識して確認する必要はありません。 

 

（３） ダンプファイル 

起動中の Pcheck の詳細な動作状況を、監視対象プロセスの消滅検出、Pcheck の終了を契機に 

記録します。 

約 3 ～ 5MB 程度のサイクリックログとなり、2 世代までバックアップを行います。 

 

ダンプファイルは、Pfile の DumpFileName に指定された任意のファイル名で保存します。 

（例） Pfile の DumpFileName に “C:¥Program Files¥HA¥ProcessSaver¥log¥sample_pfile.dmp” を 

指定した場合 

【sample_pfile】.dmp、【sample_pfile】.dmp.sava1、【sample_pfile】.dmp.sava2 

 

【sample_pfile】.dmp が現在使用中のファイル、 

【sample_pfile】.dmp.sava 1が、1 世代前のファイル、 

【sample_pfile】.dmp.sava2 が、2 世代前のファイルとなり、ログ出力時にファイルのローテーションを 

行います。 

 

ダンプファイルは、開発元で障害解析を行う際に必要なファイルとなりますので、通常運用中は特に 

意識して確認する必要はありません。 
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2.5. Pfile ファイルについて 

本章での記載は参考であり、Pfile を直接作成することを推奨するものではありません。 

ProcessSaver コンソールから Pfile を作成することで、Pfile 作成時にパラメータに設定する値の 

妥当性チェックを行ったり、必要な箇所での空白文字の &|（アンパサンドとパイプ）への置き換えを行ったり、 

直接 Pfile を作成するより考慮すべき点が軽減されます。 

正常に動作する Pfile を作成するためにも ProcessSaver コンソールの『Create Pfile』から作成する 

ことを推奨します。 

 

（１） Pfile の構成について 

Pfile のSG 構成は Pcheck 全体の動作を規定する共通部情報と、プロセス単位の管理情報を規定する個

別情報に分かれます。 

 

※注 Pfile は Pcheck プロセス単位に定義します。 

   複数の Pcheck を起動する場合は Pcheck ごとに Pfile を用意してください。 

   このとき、Pfile の DumpFileName は一意の値を設定してください。 

 

以下のフォーマットで記述します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 共通部情報（PARAM）の設定 

共通部情報のフォーマットは以下のとおりです。 

 

MsgCheckInterval    MsgCheckInterval 

MonitorInterval      MonitorInterval 

DumpFileName     DumpFileName 

 

共通部情報の設定値について以下に説明します。 

 

MsgCheckInterval 

内部イベントをスケジュールするタイマ値を設定します。 

指定値は 1 秒 ~ 3600 秒（1 時間）の範囲です。 

デフォルト値は 5 秒です。デフォルト値を使用することを推奨します。 

MonitorInterval より小さい値を設定してください。 

Padmin.exe から指定するプロセス / サービス監視の停止や再開といった動作制御を実行する 

間隔に使われます。ProcessSaver コンソールや Padmin.exe コマンドからのオペレーションは、 

最大でこの MsgCheckInterval だけ遅延する可能性があります。 

##### PARAM ##### 

MsgCheckInterval        5 

MonitorInterval          10 

DumpFileName           "C:¥Program Files¥HA¥ProcessSaver¥log¥sample_pfile_spooler.dmp" 

 

##### PENT ##### 

## Process/ServiceName,ScriptFileName,Grace(Sec),RetryCountMax,RetryOverAction,CheckType;MinProcCount;GroupTag; 

ClearCmd;IncludeStrings;RestartWaitTime;RestartTimeOut;PnameFullMatch 

Spooler,"C:¥Program Files¥HA¥ProcessSaver¥scriptfile¥sample_restart_Spooler.bat",86400,3,Continue,Service 
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MonitorInterval 

プロセス / サービス監視を行うタイマ値を設定します。 

指定値は 1 秒 ~ 86400秒（24 時間）の範囲です。 

デフォルト値は 10 秒です。デフォルト値を使用することを推奨します。 

MsgCheckInterval の正の整数倍の値を設定してください。 

 

DumpFileName 

Pcheck の内部情報を出力するファイル名を設定します。 

ProcessSaver コンソールで Pfile を作成する際に、ファイル名のみを指定した場合は、自動で 

“【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥log¥【Dump ファイル名】”となります。 

ファイル名は 256 バイト以下で設定してください。 

名前にスペースがあるフォルダに存在するファイルを指定する場合は、始点と終点に 

"（ダブルクォーテーション）を付与してください。 

複数の Pcheck を起動する場合、システムで一意の（重複しない）名前を設定する必要があります。 

一意でない（重複した）場合、各 Pcheck からの出力ファイルが上書きされます。 

 

（３） 個別部情報（PENT）の設定 

ひとつの Pfile において PENT は最大 256 まで記述できます。 

個別部情報のフォーマットは以下のとおりです。 

 

Process/ServiceName,ScriptFileName,Grace（Sec）,RetryCountMax,RetryOverAction,CheckType 

   または 

Process/ServiceName,ScriptFileName,Grace

（Sec）,RetryCountMax,RetryOverAction,CheckType;Option 

 

個別部情報の設定値について以下に説明します。 

 

Process/ServiceName 

監視対象となるプロセス名およびサービス名を設定します。 

プロセス名およびサービス名は 1024 バイト以下で設定してください。 

プロセス名を設定した場合は、引数を設定することができます。 

引数を設定する場合、プロセス名と引数の間に &|（アンパサンドとパイプ）を付与してください。 

この文字列を使用して対象プロセスのマッチング処理を行いますので、正確に設定してください。 
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ScriptFileName 

監視対象プロセス/サービスの再開時に実行するバッチファイル（再起動スクリプト）の 

ファイル名を設定します。ファイル名は、絶対パスにて 256 バイト以下で設定してください。 

ファイル名には引数付のバッチファイルを指定することが可能です。引数を指定する場合は、 

全体で 1024 バイト以下で設定してください。 

引数を設定する場合、ファイル名と引数の間に &|（アンパサンドとパイプ）を付与してください。 

ファイル名に  ;（セミコロン）を含んだ文字列および、&|（アンパサンドとパイプ）の並びを 

含んだ文字列を指定することはできません。 

ProcessSaver コンソールで Pfile を作成する際に、ファイル名のみを指定した場合は、自動で 

“【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥scriptfile¥【再起動スクリプト名】” となります。 

名前にスペースがあるフォルダに存在するファイルを指定する場合は、始点と終点に 

"（ダブルクォーテーション）を付与してください。再起動スクリプトに指定する実行形式ファイルは、 

監視対象プロセス / サービスが起動後に終了する 

必要があります。再起動スクリプトが終了しなければ、監視を再開しません。 

RestartWaitTime を設定していた場合は、指定時間経過後、再起動スクリプトを強制終了します。 

プロセス/サービスの再開を実行しない場合、本パラメータは省略可能です。 

 

Grace（Sec） 

Grace 値を設定します。 

Grace 値とは RetryCountMax 値に達するまでの制限時間です。 

指定値は 1 秒 ～ 31536000 秒（1 年間）の範囲です。 

Grace 値で設定した時間内に RetryCountMax 値に達した場合、RetryOverAction の設定に 

したがって処理を行います。Grace 値で設定した時間内に RetryCountMax 値に達しない場合、 

Grace 値に到達後に RetryCount をクリアします。 

なお、再起動が不要な場合は、“0（ゼロ）“ を設定してください。 

 

RetryCountMax 

監視対象プロセス/サービスのRetryCountMax 値を設定してください。 

RetryCountMax 値とは、Grace 値内に実行する再起動スクリプトの最大実行回数です。 

指定値は 1 回 ～ 1024 回の範囲です。 

なお、再実行が不要な場合は、“0（ゼロ）“ を設定してください。 

 

RetryOverAction 

RetryCountMax 値に達した場合の動作（RetryOverAction）を指定してください。 

RetryOverAction には以下のパラメータを設定してください。 

Continue    RetryCountMax 値に達したプロセスを監視対象からはずし、 

他のプロセスの監視は継続して行います。 

Exit       クラスタ環境の設定により、CLUSTERPRO 連携などサーバ切替えにつながる 

終了処理を行います。 

Shutdown   Pcheck.exe を終了します。 

 

CheckType 

CheckType（Process／Service）を設定します。 

監視対象が、プロセスの場合は Process、Windows サービスの場合は Service を選択します。 

CheckType が実際に監視する対象と異なる場合は、正しく監視を行うことができませんので、 

監視する対象と一致する種類を選択してください。 
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Option 

監視対象プロセス/サービスを特定するためのキーを指定します。本パラメータは省略可能です。 

オプション情報には、以下のパラメータのいずれかを設定してください。 

複数のオプションを指定する場合には、オプション情報を ;（セミコロン）で区切ることで 

指定できます。 

 

IncludeStrings=xxx   xxx には、監視プロセスの検索条件となる文字列を指定してください。 

            ;（セミコロン）を含んだ文字列および、&|（アンパサンドとパイプ）の 

並びを含んだ文字列を指定することはできません。 

指定値は、1024 バイト以下で設定してください。 

 

MinProcCount=xxx   xxx には、同一名プロセスの監視を行う場合で、起動するプロセス数で 

監視する場合に、起動するプロセス数を指定してください。 

指定値は 1 個 ～ 64 個の範囲です。 

監視対象プロセスの起動数が指定数を下回った場合にプロセス消滅を 

検知します。 

RestartTimeOut=xxx   xxx には、監視対象プロセスごとに再起動スクリプトの実行を監視する 

時間を指定してください。 

指定値は 1 秒 ～ 86400 秒（24 時間）の範囲です。 

再起動スクリプトがプロセスの再起動に失敗し、指定された時間を経過 

しても再起動が終了しない場合に再起動スクリプトを停止します。 

再起動スクリプトの処理が長時間終了しないような場合に有効です。 

注）MonitorInterval の正の整数倍の値を設定してください。 

 

GroupTag=xxx     xxx には、グループ監視を行う場合のグループ名を指定してください。 

グループ名は、256 バイト以下で設定してください。 

また数字のみのグループ名は設定することができません。英字のみ、 

または英数字を組み合わせた方式で指定してください。 

（例） 

指定可   ：GroupTag=OraclGroup 

                       GroupTag=group1 

指定不可 ：GroupTag=1 

                       GroupTag=8 

            同一グループの監視対象プロセスについては、同一の再起動スクリプトを 

指定してください。 

RetryOverAction、Grace 値、RetryCountMax 値は同一グループでは、 

同じ値を指定してください。 

また同時に RestartWaitTime を指定する場合にも同一グループの 

場合には、同じ値を指定してください。 

また同時に ClearCmd を指定する場合は、ClearCmd は同一グループで  

1 つのみ指定してください。複数記載している場合は、リトライオーバ発生 

時にグループ指定されているプロセスについて、すべての ClearCmd が 

実行されます。 
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RestartWaitTime=xxx  xxx には、監視対象プロセスごとにプロセスの再起動の待ち合わせ時間を 

指定してください。 

指定値は 1 秒 ～ 86400 秒（24 時間）の範囲です。 

再起動スクリプトがプロセスの再起動に失敗した場合に、プロセス監視の 

再開を待ち合わせます。 

監視対象プロセスの再起動の準備および再起動に時間がかかるような 

場合に有効です。 

注）MonitorInterval の正の整数倍の値を設定してください。 

 

PnameFullMatch=xxx  xxx には、監視対象プロセスの引数にて識別する方式を指定してください。 

PnameFullMatch には、以下のパラメータを指定してください。 

disable    Process/ServiceName で指定した引数の文字列と 

前方一致で一致するプロセスを監視対象プロセスと 

特定します。 

enable    Process/ServiceName で指定した引数の文字列と 

完全一致するプロセスを監視対象プロセスと特定します。 

 

ClearCmd=xxx     xxx には、リトライオーバ時に実行するバッチファイルのファイル名を 

指定してください。ファイル名は絶対パスにて 256バイト以下で設定して 

ください。 

引数を指定する場合は、全体で 1024バイト以下に設定してください。 

名前にスペースがあるフォルダに存在するファイルを指定する場合は、 

始点と終点に "（ダブルクォーテーション）を付与してください 

引数を設定する場合、ファイル名と引数の間に &|（アンパサンドとパイプ） 

を付与してください。 

ファイル名に ;（セミコロン）を含んだ文字列および、 

&|（アンパサンドとパイプ）の並びを含んだ文字列を指定することは 

できません。 
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3. HA ProcessSaver サービスについて 

HA ProcessSaver サービスについて説明します。 

 

3.1. HA ProcessSaver サービスの機能 

（１） 自動監視開始（停止）機能 

PcheckRunList に記述している Pfile の監視プロセス（Pcheck.exe）を 

HA ProcessSaver サービスの起動（開始）時にすべて起動します。 

HA ProcessSaver サービスの停止時には、システムユーザーで起動した 

すべての監視プロセス(Pcheck.exe)を終了させます。 

 

（２） ProcessSaver コンソールとの連携 

HA ProcessSaver サービスが起動していない場合は、ProcessSaver コンソールは 

起動しません。 

 

（３） System ユーザーでの監視開始 

ProcessSaver コンソールにて "Local User" にチェックを付けずに監視を 

開始させた場合、HA ProcessSaver サービスを経由して監視プロセスを 

起動させます。 

 

 

4. 拡張機能の設定方法について 

4.1. 監視待ち合わせ機能（WaitTime） 

Pcheck 起動直後に、監視対象プロセス／サービスが起動されていないケースを考慮し、 

監視対象プロセス／サービスの起動に必要な時間を指定することで、 

監視対象プロセス／サービスの起動タイミングにより、無用な消滅検知を防止できます。 

指定した時間内にプロセス／サービスが起動した場合は、プロセスの PID およびサービスの 

開始を検知した時点から通常監視を開始するため、多少の余裕をもった指定が可能です。 

 

注意   指定値は、1 秒 ～ 86400 秒（24時間）の範囲で設定してください。 

      デフォルトの指定値は、300 秒です。 
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【起動方法】 

起動方法には、下記の 3つの方法があります。 

① ProcessSaver コンソールでの起動 

ProcessSaver コンソールの『Watch』にて、RunOption のWaitTime(sec)に 

チェックし、待ち合わせ時間を指定して PcheckRun を押してください。 

② PcheckRunList での起動 

ProcessSaver コンソールの『Create PcheckRunList』にて、待ち合わせ時間を 

指定してください。 

③ コマンド起動 

「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows ユーザーズガイド（コマンド編） 2. コマンドリファ

レンス」を参照してください。 

 

 

図2 『Watch』PcheckRun 実行前画面 
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4.2. トレース監視（TraceMode） 

トレースモードでの監視を開始し、実行履歴をファイルに出力します。 

監視の詳細な動作状況を確認することができます。 

 

トレースログファイルは、下記ファイルに保存されます。 

 

【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥log¥【Pfile名.log】 

 

【起動方法】 

起動方法には、下記の 3つの方法があります。 

① ProcessSaver コンソールでの起動 

ProcessSaver コンソールの『Watch』にて、RunOption の TraceMode にチェックし、 

PcheckRun を押してください。 

② PcheckRunList での起動 

ProcessSaver コンソールの『Create PcheckRunList』にて、TraceMode にチェックし、 

登録してください。 

③ コマンド起動 

「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows ユーザーズガイド（コマンド編） 2. コマンドリファ

レンス」 を参照してください。 

 

 

図3 『Watch』PcheckRun 実行前画面 
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4.3. ローカルユーザー起動（LocalUser） 

監視をローカルユーザーで行うことができます。 

監視対象プロセスが、ローカルユーザーにて起動されている場合に使用します。 

また、ローカルユーザーとは別のユーザーが起動しているプロセスを監視することもできます。 

再起動スクリプトはローカルユーザーで実行されるため、監視対象プロセスをローカルユーザーで 

再起動させることが可能です。 

再起動スクリプト中で、監視対象プロセスを再起動するユーザーを指定して起動するように設定することで、 

ローカルユーザーとは別のユーザーで再起動することも可能です。 

 

別ユーザー起動用のサンプルスクリプトが下記に保存されています。 

  【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥scriptfile¥sample_restart_otheruser.vbs 

 

サンプルスクリプトの内容や設定方法は、 

「B  付録 （再起動スクリプト サンプル） 1. 別ユーザー起動用スクリプト」を参照してください。 

 

 

【起動方法】 

起動方法には、下記の 2つの方法があります。 

① ProcessSaver コンソールでの起動 

ProcessSaver コンソールの『Watch』にて、RunOption の LocalUser にチェックし、 

PcheckRun を押してください。 

② コマンド起動 

「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows ユーザーズガイド（コマンド編） 2. コマンドリファ

レンス」を参照してください。 

 

 

図4 『Watch』PcheckRun 実行前画面 
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4.4. グループ監視機能（GroupTag） 

依存関係をもつ複数の監視対象プロセスをグループとして監視することができます。 

グループ設定を行った監視対象プロセスが消滅した場合、グループ設定した監視対象プロセス 

すべての監視を一時停止します。 

再起動スクリプトを統一することにより、グループ内の監視対象プロセスが消滅しても 

同じ再起動動作をすることができます。 

 

【設定方法】 

Pfile オプションとして設定してください。 

監視プロセスの GroupTag 値を設定してください。 

 

 

図5 『Pent』 

 

注意  ・グループ名は、256バイト以下とし、英数字で設定してください。 

ただし、数字のみのグループ名は設定することができません。 

英字のみまたは英数字を組み合わせた方式で設定してください。 

- 例 - 

  設定可  ： GroupTag = OracleGroup 

          GroupTag = group1 

  設定不可 ： GroupTag = 1 

           GroupTag = 8 

    ・同一グループの監視対象プロセスについては、同一の再起動スクリプトを 

設定してください。 

    ・Pfile で定義する RetryOverAction、Grace 値、RetryCountMax 値は 

同一グループでは、同じ値を設定してください。 

また同時に RestartWaitTime を指定する場合にも、同一グループの場合には、 

同じ値を設定してください。 
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また同時に ClearCmd を指定する場合は、ClearCmd は同一グループで 

1 つのみ指定してください。複数記載している場合は、リトライオーバ発生時に 

グループ指定されているプロセスについて、すべての ClearCmd が実行されま

す。 

 

 

 

 

4.5. 同一プロセスの監視機能（MinProcCount / IncludeStrings） 

4.5.1. MinProcCount 

同一の名称をもつプロセス群を、プロセスの起動数で監視することができます。 

監視対象プロセスの起動数が指定数を下回った場合に、消滅検知し再開機能を実行します。 

 

【設定方法】 

Pfile オプションとして設定してください。 

監視プロセスの MinProcCount 値を設定してください。 

 

 

図6 『Pent』 

 

注意   指定値は、1 個 ～ 64 個の範囲で設定してください。 
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4.5.2. IncludeStrings 

同一の名称をもつプロセス群を、コマンド引数にて識別し個別に監視することができます。 

 

【設定方法】 

Pfile オプションとして設定してください。 

監視プロセスの IncludeStrings 値に、識別可能なコマンド引数を設定してください。 

 

 

図7 『Pent』  

 

注意   指定値は、1024 バイト以下で設定してください。 
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4.6. クリアコマンド実行機能（ClearCmd） 

RetryOver 時にプロセスの異常終了や再起動に失敗した場合のログ収集などを行う実行形式ファイルを 

実行することができます。 

コマンド引数の指定も可能です。 

クラスタ製品との連携に有効な機能です。 

 

【設定方法】 

Pfile オプションとして設定してください。 

監視プロセスの ClearCmd を設定してください。 

 

 

図8 『Pent』 

 

注意   クリアコマンド名は、絶対パスにて 256 バイト以下で設定してください。 

      引数を指定する場合は、全体で 1024 バイト以下に設定してください。 

 

※名前にスペースがあるフォルダに存在するファイルを指定する場合は、 

始点と終点に "（ダブルクォーテーション）を付与してください。 

引数を指定する場合、ファイル名と引数の間に &|（アンパサンドとパイプ）を 

付与してください。 
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4.7. 再起動スクリプト実行後の監視待ち合わせ機能（RestartWaitTime） 

再起動スクリプト実行後に、監視対象プロセス／サービスが起動されていないケースを考慮し、 

監視対象プロセス／サービスの起動に必要な時間を指定することで、 

監視対象プロセス／サービスの起動タイミングにより、無用な消滅検知を防止できます。 

指定した時間内にプロセス／サービスが起動した場合は、プロセスの PID およびサービスの 

開始を検知した時点から通常監視を開始するため、多少の余裕をもった値の指定が可能です。 

 

【設定方法】 

Pfile オプションとして設定してください。 

監視プロセスの RestartWaitTime 値を設定してください。 

 

 

図9 『Pent』  

 

注意   指定値は、1 秒 ～ 86400 秒（24 時間）の範囲で設定してください。 

      デフォルトの指定値は、300 秒です。 
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4.8. 再起動スクリプト終了監視機能（RestartTimeout） 

再起動スクリプトが終了しなかった場合、指定時間後に再起動スクリプトを強制終了させることができます。 

再起動スクリプト実行中は監視を一時停止しているため、再起動スクリプトが何らかの問題により、 

終了しなかった場合に、監視が停止した状態のままにならないために使用します。 

 

【設定方法】 

Pfile オプションとして設定してください。 

監視プロセスの RestartTimeout 値を設定してください。 

 

 

図10 『Pent』 

 

注意   指定値は、1 秒 ～ 86400 秒（24 時間）の範囲で設定してください。 

      デフォルトの指定値は、300 秒です。 
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4.9. 監視対象プロセス名の完全一致指定機能（PnameFullMatch） 

監視対象プロセス名を特定する方式を選択可能にします。本機能を使用する場合、 

監視対象プロセス名が指定した内容と完全に一致するプロセスを監視する機能を提供します。 

本機能を使用しない場合、監視対象プロセスを前方一致で特定します。 

 

【設定方法】 

Pfile オプションとして設定してください。 

監視対象プロセスの PnameFullMatch を設定してください。 

 

 

図11 『Pent』 
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4.10. プロセス個別監視停止・開始機能 

Pcheck 単位ではなく、Pfile の一部のプロセスやサービスのプロセス監視を停止したり開始したりすることが 

できます。 

また、Group 単位でプロセス監視を停止／開始することも可能です。 

作成した Pfile のうち一部のプロセスやサービスのプロセス監視だけ行いたい場合や 1つの Pfile で監視して 

いるプロセスやサービスのうち、一部のプロセスやサービスのメンテナンスを行いたい場合に有効です。 

 

【実行方法】 

実行方法には、下記の 2つの方法があります。 

① ProcessSaver コンソールでの実行 

ProcessSaver コンソールの『PcheckOperation』にて、監視対象プロセス／サービスまたは、Group を

選択し、Stop / Start / Restart を押してください。 

 

 

図12-1 『PcheckOperation(Pent)』 

 

 

図12-2 『PcheckOperation(Group）』 

 

 

② コマンド実行 

「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows ユーザーズガイド（コマンド編） 2. コマンドリファ

レンス」を参照してください。 
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4.11. Pcheck 起動時のサマリ情報出力機能（CollectiveLogMessage） 

Pcheck 起動時に pent に記載されたプロセス数と監視を開始したプロセスの個数をサマリ情報として 

イベントログに出力する機能を提供します。 

 

【設定方法】 

Pfile オプションとして設定してください。 

CollectiveLogMessageを設定してください。 

 

 

図13 『Create Pfile』 
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4.12. Pcheckの別名プロセス実行・管理機能 

Pcheck をコピーし、別名に変更したプロセスを実行・管理する方法を提供します。 

本機能を使用することで、Pcheck による Pcheck の監視や管理を容易にすることが可能です。 

 

【Pcheck の別名プロセス実行方法】 

実行方法には、下記の 3つの方法があります。 

① コマンドプロンプトやスクリプトで実行する 

 

【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥bin フォルダに Pcheck.exe をコピーし、 

ファイル名を編集後、Pcheck と同じように引数を指定して実行します。 

 

（例） ファイル名を PPcheck.exe とした場合 

 

 

 

② Pcheck の別名ファイルを作業用フォルダに格納して実行する 

 

Pcheck のコピーを 【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥bin フォルダ以外に 

格納して使用する場合は、移動先のフォルダに以下のファイルをすべてコピーしてください。 

 ・Pcheck.exe 

 ・Pcheck.exe.config 

 ・PSCommon.dll 

 ・PSCommunication.dll 

 ・PSConfigurationFile.dll 

 ・PSConfigurationInformation.dll 

 ・PSLog.dll 

 ・PSProcessInformation.dll 

 ・PSRestartCmd.dll 

 ・PSUtil.dll 

 ・ja¥Pcheck.resources.dll 

 ・ja¥PSConfigurationFile.resources.dll 

 ・ja¥PSLog.resources.dll 

 ・ja¥PSProcessInfromation.resources.dll 

 ・ja¥PSRestartCmd.resources.dll 

 

コピーした Pcheck のファイル名を編集後、Pcheck と同じように引数を指定して実行します。 

 

（例） D:¥TEST フォルダに格納し、Pcheck のファイル名を PPcheck.exe とした場合 

 

 

 

 

注意   コピー先のファイルは、アンインストールやアップグレードインストールでは 

自動で削除・更新されません。アンインストールや 

アップグレードインストール後、手動で削除・更新を行ってください。 

 

PPcheck.exe –f “C:¥Program Files¥HA¥ProcessSaver¥pfile¥sample_pfile_calc” 

D:¥TEST¥PPcheck.exe –f “C:¥Program Files¥HA¥ProcessSaver¥pfile¥sample_pfile_calc” 
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③ PcheckRunList で Pcheck の別名プロセスを実行する 

 

【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥config¥PcheckRunList を 

メモ帳などのエディタで開き、実行する別名 Pcheck の設定を直接追加・保存してください。 

 

      設定フォーマット： 【別名Pcheck名】 –f 【Pfile名】 [-w WaitTime] [-t] 

 

       ・【別名Pcheck名】 に指定するファイルは 

         【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥bin フォルダに置き、 

        ファイル名のみを設定してください。 

        作業用フォルダに格納した別名 Pcheck を設定する場合は、 

         【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥bin フォルダにショートカットを作成し、 

        そのショートカット名を 【別名Pcheck名】 として設定してください。 

       ・【Pfile名】 は絶対パスで指定してください。また、絶対パス中に空白が含まれる場合は、 

        “” で囲んでください。 

       ・複数の Pcheck を設定する場合は、1 行に 1 つの Pcheck 情報を記載してください。 

 

 

（例1） Pcheck のファイル名を PPcheck.exe とし、 

    【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥bin フォルダに置いた場合 

 

 

 

（例2） D:¥TEST フォルダに格納した別名Pcheck のショートカット名を 

    PPcheck_link.exeとしている場合 

 

 

 

 

注意  ・エクスプローラー上では、ショートカット名に拡張子（.lnk）は 

表示されませんが、PcheckRunList には拡張子まで記載してください。 

     ・PcheckRunList で別名 Pcheck を実行するように設定している場合、 

GUI の『Create PcheckRunList』画面では PcheckRunList の編集はできません。 

 

 

【Pcheck の別名プロセス管理方法】 

通常の Pcheck と同様に、Padmin コマンド、GUI（グラフィカルユーザーインタフェース）を使用して、 

別名 Pcheck の管理（監視の一時停止・再開・終了、Pfileの再読み込み、情報表示）が行えます。 

 

Padmin コマンド・GUI の操作については、 

「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows ユーザーズガイド（コマンド編） 2. コマンドリファレンス」、

「CLUSTERPRO MC ProcessSaver 1.0 for Windows ユーザーズガイド（コンソール編） 3.3 運用管理方法」 

を参照してください。 

PPcheck.exe –f “C:¥Program Files¥HA¥ProcessSaver¥pfile¥sample_pfile_calc” –w 300 

PPcheck_link.exe.lnk –f “C:¥Program Files¥HA¥ProcessSaver¥pfile¥sample_pfile_calc” –w 300 
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5. 注意・制限事項 

5.1. 注意事項 

（１） ひとつの Pfile に登録できる監視対象プロセス／サービス（Pent）は 256 です。 

257 以上のプロセス／サービスを監視対象にする場合は、Pfile を分割し複数の Pcheck を 

起動してください。 

 

（２） 再起動スクリプトやクリアコマンドには ;（セミコロン）を含むファイル名を指定することが 

できません。また、IncludeStrings にも ;（セミコロン）を含んだ文字列を指定することができません。 

 

（３） Pfile や再起動スクリプトやクリアコマンドには &| を含むファイル名を指定することができません。 

また、IncludeStrings にも &| を含んだ文字列を指定することができません。 

 

（４） Pcheck、Padmin、GUI（グラフィカルユーザーインタフェース）の実行には管理者権限が必要です。 

管理者権限のあるユーザーで実行してください。 

 

（５） Windows Server 2008 では、Pcheck、Padmin、GUI（グラフィカルユーザーインタフェース）を 

実行した場合に、OS の機能である UAC（ユーザーアクセス制御）により、 

以下のようなポップアップが表示される場合があります。 

実行する場合は 許可(A) 、実行を取り消す場合は キャンセル を押してください。 

 

 
図14 『ユーザーアカウント制御』 

 

 

5.2. 制限事項 

なし 
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A 付録（Pfile サンプル） 

1. プロセス監視用 Pfile 

     プロセス監視用 Pfileは、プロセス監視を行う対象プロセスとして calc.exe(電卓)を 

使用します。 

プロセス監視用 Pfile を使用することにより calc.exe（電卓）の監視を行います。 

     calc.exe（電卓）の消滅を検知すると再起動スクリプトにて calc.exe（電卓）を起動させます。 

 

1.1. プロセス監視用 Pfile （sample_pfile_calc）について 

(1)  プロセス監視用Pfile 保存場所 

Pfile は下記に保存されています。 

 【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥pfile¥sample_pfile_calc 

 
(2)  Pfile (sample_pfile_calc) の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(3)  プロセス監視用再起動スクリプト保存場所 

プロセス監視用再起動スクリプトは下記に保存されています。 

【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥scriptfile¥sample_restart_calc.bat 

 

(4)   sample_restart_calc.bat  

 

 

 

 

 

##### PARAM ##### 

MsgCheckInterval        5 

MonitorInterval         10 

DumpFileName          "C:¥Program Files¥HA¥ProcessSaver¥log¥sample_pfile_calc.dmp" 

 

##### PENT ##### 

## Process/ServiceName,ScriptFileName,Grace(Sec),RetryCountMax,RetryOverAction,CheckType;MinProcCount;GroupTag; 

ClearCmd;IncludeStrings;RestartWaitTime;RestartTimeOut;PnameFullMatch 

calc.exe,"C:¥Program 

Files¥HA¥ProcessSaver¥scriptfile¥sample_restart_calc.bat",86400,3,Continue,Process;PnameFullMatch=disable 

@echo off 

 

rem 電卓(calc.exe)の再起動スクリプト 

start C:¥WINDOWS¥system32¥calc.exe 

 

exit 
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2. サービス監視用 Pfile 

サービス監視用 Pfileは、サービス監視を行う対象サービスとして Print Spooler サービスを使用します。 

サービス監視用 Pfile を使用することにより Print Spooler サービスの監視を行います。 

Print Spooler サービスの停止を検知すると再起動スクリプトにて Print Spooler サービスを開始させます。 

 

2.1. サービス監視用 Pfile （sample_pfile_ spooler） について 

(1)  サービス監視用 Pfile 保存場所 

 Pfile は下記に保存されています。 

 【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥pfile¥sample_pfile_spooler 

 

(2)  Pfile (sample_pfile_spooler) の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(3)  サービス監視用再起動スクリプト保存場所 

サービス監視用再起動スクリプトは下記に保存されています。 

【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥scriptfile¥sample_restart_spooler.bat 

 

(4)  再起動スクリプト (sample_restart_spooler.bat) の内容 

 

 

 

 

 
 

##### PARAM ##### 

MsgCheckInterval        5 

MonitorInterval          10 

DumpFileName           "C:¥Program Files¥HA¥ProcessSaver¥log¥sample_pfile_spooler.dmp" 

 

##### PENT ##### 

## Process/ServiceName,ScriptFileName,Grace(Sec),RetryCountMax,RetryOverAction,CheckType;MinProcCount;GroupTag; 

ClearCmd;IncludeStrings;RestartWaitTime;RestartTimeOut;PnameFullMatch 

Spooler,"C:¥Program Files¥HA¥ProcessSaver¥scriptfile¥sample_restart_Spooler.bat",86400,3,Continue,Service 

@echo off 

 

rem Print Spooler サービスの再起動スクリプト 

sc start Spooler 

 

exit 



 

 33 

 

B 付録（再起動スクリプト サンプル） 

1. 別ユーザー起動用スクリプト 

     別ユーザー起動用スクリプトは、スクリプトの内部で runas コマンドを用いてプロセスを起動することで、 

監視対象プロセスを Pcheck とは別のユーザーで起動します。 

 

     このサンプルを編集したスクリプトを再起動スクリプトに設定することで、 

     監視対象プロセスの消滅を検知すると、再起動スクリプト中で指定したユーザーにて再起動を行います。 

 

1.1. 別ユーザー起動用スクリプトについて 

（1） 別ユーザー起動用スクリプト保存場所 

       スクリプトは下記に保存されています。 

     【インストールフォルダ】¥HA¥ProcessSaver¥scriptfile¥sample_restart_otheruser.vbs 

 

（2） 別ユーザー起動用スクリプトの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

' Copyright (c) 2010 NEC Corporation 

Option Explicit 

 

Dim LockFile 

Dim Sec 

Dim objLock 

Dim WshShell 

Dim active 

 

' 起動ユーザー、実行するコマンドを設定 

Private Const EXEC_CMD = "runas.exe /user:<ユーザー名> <コマンド>" 

' 起動ユーザーのパスワードを設定 

Private Const PASSWORD = "<パスワード>" 

 

Set WshShell=CreateObject("WScript.Shell") 

LockFile="PS_RunasLock" 

Sec=10 

 

' ロックの取得 

Set objLock=Lock(LockFile, Sec) 

If objLock Is Nothing Then 

    WScript.Quit 

End If 

 

' コマンド実行 

WshShell.Run(EXEC_CMD) 

（続く） 
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Do Until active = false 

    active = WshShell.AppActivate("runas.exe") 

    WScript.Sleep(200) 

Loop 

 

' パスワード入力 

Call DelayedSendKeys(PASSWORD) 

WScript.Sleep(100) 

WshShell.SendKeys("{enter}") 

 

objLock.Close 

WScript.Quit 

 

 

' アクティブな画面にキーボード入力を送信 

Sub DelayedSendKeys(str) 

    Dim i, ret 

    For i = 1 To Len(str) 

        Do Until ret = false 

            ret = WshShell.AppActivate("runas.exe") 

        Loop 

        WScript.Sleep(100) 

        WshShell.SendKeys(Mid(str, i, 1)) 

    Next 

End Sub 

 

 

' ロック取得処理 

Function Lock(LockFile, Sec) 

    Dim fso 

    Dim Folder, Name, Path 

    Dim Num 

 

    Set fso = CreateObject("Scripting.FileSystemObject") 

    Set Folder = fso.GetSpecialFolder(0) 

    Set Folder = Folder.SubFolders("Temp") 

    Name = UCase(LockFile) & ".LOCK" 

    Path = fso.BuildPath(Folder.Path, Name) 

 

    For Num = 0 To Sec 

        On Error Resume Next 

        fso.DeleteFile tPath 

        Err.Clear 

        Set Lock = Folder.CreateTextFile(Name) 

        If Err = 0 Then Exit For 

        On Error GoTo 0 

        WScript.Sleep 1000 

    Next 

    If Num > Sec Then Set Lock = Nothing 

End Function 
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（3） 別ユーザー起動用スクリプトの設定方法 

11、13 行目を編集します。 

 

11 行目 

  

 

 

  <ユーザー名> … 監視対象プロセスを再起動するユーザー名を指定します。 

  <コマンド> … 監視対象プロセスを再起動するコマンドを指定します。 

 

13 行目 

 

 

 

  <パスワード> … 11 行目で指定したユーザーのパスワードを指定します。 

 

 

 

Private Const EXEC_CMD = "runas.exe /user:<ユーザー名> <コマンド>" 

 

Private Const PASSWORD = "<パスワード>" 
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